
1986年出上の木簡

京
都
。長
岡
京
跡
Ш

ｌ
　
所
在
地
　
　
　
一八
都
府
長
岡
京
市
今
里
北
ノ
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年
（昭
側
）
八
月
ぞ
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
旬
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
Ｈ石
崎
　
誠

５
　
泣退
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
八
世
紀
末

７
　
泣退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
、
倉
庫
建
設
に
伴
う
事
前
調
査
と
し
て
実
施
し
た
。
調
査
地
は
、

長
岡
京
跡
右
京
三
条
二
坊
十
四
町
推
定
地
に
あ
り
、
三
条
条
間
小
路
南
側
溝
の

検
出
が
予
想
さ
れ
た
。
こ
の
た

め
、
長
岡
京
跡
右
京
第
二
三
九

次
（
７
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｃ
１
４
地
区
）
調

査
と
し
て
行

っ
た
。

当
調
査
で
は
、
長
岡
京
期
の

掘
立
柱
建
物

一
棟
と
、
三
条
条

間
小
路
南
側
溝
が
検
出
さ
れ
た
。

こ
の
小
路
側
溝
は
、
ほ
ぼ
推
定

位
置
に
検
出
さ
れ
、
そ
の
規
模

は
、
幅

一
・
五
ｍ
、
深
さ
○

。
二
ｍ
を
測
る
。
埋
土
は
、
下
層
の
砂
層
と
上
層

の
粘
質
土
層
に
分
か
れ
、
両
層
か
ら
長
岡
京
期
の
遺
物
が
出
上
し
た
。
木
簡
二

点
は
、
上
層
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
伴
出
遺
物
に
は
、
土
器
類
、
カ
マ
コ
、

斎
串
等
が
あ
り
、
下
層
か
ら
は
、
和
同
開
琳
、
墨
書
土
器
等
が
出
上
し
た
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

①

　

「＜
日
部
郷
□
連
赤
人
五
斗
」
　

　

　

　

　

　

解『巽
］ダ
Φ
。駕

②

　

「
□
□

×

×
□
□
日
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ釦支
含
Ｙ
Ｎ
ｏＦ

①
　
　
「
○
」
（斎
串
の
墨
垂
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］庫
×
∞］
×
中
８
Ｐ

（岩
崎
　
誠
）

(京都西南部)


